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九
月
上
旬
の
適
期
刈
取
講
習
会
を

き
っ
か
け
に
、
北
い
ぶ
き
管
内
で
は
例

年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
く
水
稲
の
刈
取

り
収
穫
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
適
度

に
雨
は
降
っ
た
も
の
の
、
高
気
圧
に
覆

わ
れ
た
好
天
が
多
く
、
順
調
に
作
業
が

進
み
、
十
月
上
旬
に
は
各
地
区
で
ほ
ぼ

終
了
。

　

Ｃ
Ｅ
施
設
に
つ
い
て
も
、
刈
取
り
同

様
に
例
年
よ
り
一
週
間
ほ
ど
早
く
、
九

月
十
三
日
の
妹
背
牛
地
区
を
皮
切
り

に
、
秩
父
別
地
区
・
沼
田
地
区
が
十
五

日
よ
り
受
入
操
業
を
開
始
。
十
一
月
一

日
の
秩
父
別
地
区
を
最
後
に
、
す
べ
て

の
地
区
で
の
受
入
が
終
了
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
、
六
月
か
ら
九
月
に
か
け

て
日
照
時
間
・
高
気
温
が
多
く
、
生
育

は
早
く
進
み
ま
し
た
が
、
特
に
七
月
か

ら
八
月
に
か
け
て
は
、
出
穂
後
の
記
録

的
な
猛
暑
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
品
質
に
つ
い
て
は
乳

白
米
・
胴
割
れ
が
多
い
傾
向
と
な
り
ま

し
た
が
、
昨
年
に
続
き
低
タ
ン
パ
ク
質

米
の
出
荷
割
合
が
高
い
年
と
な
り
ま
し

た
。

　

作
柄
概
況
に
お
い
て
北
空
知
は

「
一
〇
八
」
と
発
表
さ
れ
、
昨
年
の

「
一
〇
七
」
を
上
回
る
出
来
秋
を
迎
え

ま
し
た
。

　

本
年
度
も
皆
様
の
ご
協
力
に
よ
り
無

事
に
受
入
操
業
が
終
了
致
し
ま
し
た
事

に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

中西範行さん（沼田地区・沼田東部西）

令
和
三
年
産
米 

集
荷
状
況
に
つ
い
て

田丸雅統さん（秩父別地区・北新）

加藤学さん（妹背牛地区・妹背牛北）
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本
年
四
月
二
十
六

日
に
ご
逝
去
さ
れ
た

当
組
合
名
誉
組
合
員

で
あ
る
故
大
西
章
允

様
の
葬
儀
に
際
し
、

奥
様
で
あ
る
大
西
絹

枝
氏
よ
り
、
多
大
な

寄
贈
を
賜
り
ま
し
た
。

こ
の
度
、
頂
い
た
ご

寄
贈
を
も
と
に
本
所

三
階
大
ホ
ー
ル
の「
緞

帳
」
を
新
調
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。
末
永

く
、
大
切
に
ご
使
用

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

ハードコンテナに入った籾をホッパーに空け計量を行います（秩父別） 出荷頂いたお米をコンテナごとトラックから降ろします（沼田）

調製を行った玄米を出荷（秩父別） 籾摺り機の精度を調整するJA職員（妹背牛）

北
い
ぶ
き
本
所
三
階
大
ホ
ー
ル
の

「
緞
帳
」
を
寄
贈
頂
き
ま
し
た

ご寄贈をもとに新調された緞帳
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昭
和
二
十
二
年
十
一
月
十
九
日
に
農

業
協
同
組
合
法
（
農
協
法
）
が
公
布
さ

れ
、今
年
で
七
十
四
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

戦
後
の
食
糧
不
足
の
混
乱
期
に
、
農

業
者
の
協
同
組
織
の
発
達
を
通
じ
、「
農

業
生
産
力
の
増
進
」
と
「
農
業
者
の
経

済
的
社
会
的
地
位
の
向
上
」
を
図
り
、

国
民
経
済
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
農
協
法
が
制
定
さ
れ
、

農
協
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

農
協
は
「
農
業
者
に
よ
る
農
業
者
の

た
め
の
組
織
」
で
あ
り
、
協
同
組
合
原

則
に
掲
げ
る
「
自
主
・
自
立
」「
民
主

的
運
営
」
の
基
本
に
立
ち
、
相
互
扶
助

の
精
神
の
も
と
、
幾
多
の
困
難
な
状
況

を
乗
り
越
え
、
組
合
員
の
皆
様
の
営
農

と
生
活
の
安
定
並
び
に
よ
り
良
い
地
域

社
会
の
実
現
を
目
指
し
、
今
日
に
至
っ

て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
よ
り
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

と
い
う
今
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

ウ
イ
ル
ス
が
世
界
的
に
感
染
拡
大
し
て

お
り
、
こ
の
ウ
イ
ル
ス
は
、
社
会
・
経

済
の
環
境
変
化
に
も
大
き
な
影
響
を
与

え
て
お
り
ま
す
。

　

農
業
分
野
に
お
い
て
も
農
畜
産
物
の

深
刻
な
需
要
の
減
少
、
東
京
一
極
集
中

の
是
正
な
ど
の
地
方
へ
の
関
心
の
高
ま

り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
貢
献
、
地
球
温
暖

化
に
よ
る
気
候
変
動
へ
の
対
応
と
し
て

「
２
０
５
０
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル

へ
の
挑
戦
」
の
具
体
化
（
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
策
定
）
な
ど
取
り

巻
く
環
境
の
大
き
な
変
化
も
加
速
し
て

お
り
ま
す
。

　

か
か
る
状
況
の
も
と
、
先
般
、
三
年

に
一
度
の
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
を
開
催

し
、【
北
海
道
５
５
０
万
人
と
共
に
創

る
「
力
強
い
農
業
」
と
「
豊
か
な
魅
力

あ
る
地
域
社
会
」】
が
決
議
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

組
合
員
・
Ｊ
Ａ
・
連
合
会
・
中
央
会

が
各
々
の
役
割
を
再
認
識
す
る
と
と
も

に
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
北
海
道
が
一
体
と

な
っ
て
、
し
っ
か
り
と
対
話
を
行
い
、

経
営
基
盤
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
大

会
の
基
本
目
標
で
あ
り
、
着
実
に
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
社
会
か
ら
の
要
請
に

応
え
る
こ
と
に
も
な
り
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
北
海
道
は
、
協
同
組
合
の
理
念
と
精

神
を
事
業
の
拠
り
所
と
し
、
今
後
と
も

組
合
員
の
皆
様
が
夢
と
希
望
を
持
っ
て

営
農
と
生
活
が
続
け
ら
れ
る
環
境
を
整

え
る
こ
と
、
地
域
農
業
と
Ｊ
Ａ
の
発
展

に
全
力
で
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
お
誓

い
申
し
上
げ
、
農
協
法
公
布
記
念
日
に

あ
た
っ
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
致
し
ま

す
。

農
協
法
公
布
記
念
日
に
あ
た
っ
て
の

組
合
員
・
役
職
員
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

　
北
海
道
農
業
協
同
組
合
中
央
会

　
　
　
代
表
理
事
会
長
　

小
野
寺
　
俊
幸

農業協同組合法

4



〜 THE YOUTH FACE〜
　
幼
少
期
か
ら
農
業
機
械
へ
の

興
味
を
き
っ
か
け
に
、
徐
々
に

農
作
業
に
も
関
心
を
持
ち
、
祖

父
母
の
農
作
業
を
手
伝
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　
中
学
卒
業
後
は
岩
見
沢
農
業

高
等
学
校
に
進
学
し
、
二
、三

年
生
時
に
は
水
稲
を
専
攻
し
、

水
稲
に
関
わ
る
こ
と
を
中
心
に

勉
強
し
ま
し
た
。
三
年
間
の
寮

生
活
の
合
間
も
、
土
日
な
ど
は

沼
田
町
へ
戻
り
、
祖
父
母
の
手

伝
い
を
し
て
い
ま
し
た
。
高
校

卒
業
後
は
北
海
道
立
農
業
大
学

校
の
稲
作
経
営
専
攻
コ
ー
ス
に

進
学
し
、
簿
記
や
農
業
機
械
に

つ
い
て
学
び
な
が
ら
、
別
キ
ャ

ン
パ
ス
と
な
る
拓
殖
大
学
北
海

道
短
期
大
学
に
て
稲
作
に
関
す

る
学
科
や
農
業
機
械
の
免
許
を
取
得
。
ま

た
、
他
地
域
の
水
稲
農
家
で
ア
ル
バ
イ
ト

を
し
て
農
作
業
を
学
び
ま
し
た
。

　
卒
業
後
は
、
祖
父
母
の
後
継
者
と
し
て

就
農
し
、
先
輩
方
に
誘
わ
れ
青
年
部
に
も

入
部
し
ま
し
た
。
就
農
一
年
目
は
わ
か
ら

な
い
こ
と
、
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
が
多

く
、
そ
の
都
度
、
祖
父
母
や
青
年
部
の
先

輩
、
周
囲
の
生
産
者
に
指
導
し
て
頂
き
、

時
に
は
自
分
で
考
え
て
作
業
を
進
め
ま
し

た
。

　
就
農
二
年
目
の
今
年
は
、
祖
父
か
ら
私

へ
経
営
移
譲
と
な
り
、
主
と
し
て
営
農
を

行
う
立
場
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
の
目
標

は
、
学
生
時
代
学
ん
だ
こ
と
や
周
囲
の
生

産
者
、
青
年
部
の
先
輩
か
ら
教
え
て
頂
い

た
こ
と
を
活
か
し
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
経

営
に
役
立
て
て
面
積
の
規
模
拡
大
、
他
作

物
の
導
入
、
農
業
機
械
等
の
免
許
取
得
を

進
め
、
主
流
に
な
る
で
あ
ろ
う
法
人
経
営

も
視
野
に
営
農
を
行
っ
て
い
き
た
い
で

す
。

　
青
年
部
事
業
で
は
、
特
に
「
夜
高
あ
ん

ど
ん
祭
り
」
の
あ
ん
ど
ん
制
作
が
楽
し
み

で
す
。
先
輩
た
ち
か
ら
農
業
に
つ
い
て
は

も
ち
ろ
ん
、
他
に
も
様
々
な
話
題
で
交
流

で
き
る
貴
重
な
場
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
支
部
の
一
盟
友
と
し
て
頑

張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。

藤野　篤志さん
沼田・沼田中部

作付品目
水稲、そば

農
家
を
目
指
し
た
き
っ
か
け

初
め
て
の
農
業
シ
ー
ズ
ン
を
経
験
し
て

農
業
へ
の
意
気
込
み

来年に向けた土づくりの為、心土破砕を行う藤野さん

青
年
部
事
業
に
つ
い
て
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九
月
六
日
、
本
所
三
階
大
ホ
ー
ル
に

て
、
第
三
回
農
事
組
合
長
会
議
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り
、
刈
取
り
を
目

前
に
控
え
た
水
稲
に
つ
い
て
気
象
経
過

と
生
育
状
況
を
解
説
。
今
年
は
刈
取
り

時
期
が
例
年
よ
り
も
早
い
傾
向
の
た

め
、
圃
場
で
の
稲
わ
ら
の
搬
出
、
す
き

込
み
や
溝
切
り
、
心
土
破
砕
な
ど
の
作

業
時
間
が
確
保
し
や
す
く
、「
来
年
に

向
け
た
圃
場
づ
く
り
へ
の
作
業
を
積
極

的
に
行
っ
て
欲
し
い
」
と
案
内
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｊ
Ａ
よ
り
協
議
報
告
事
項

と
し
て
、
う
る
ち
米
を
巡
る
情
勢
・
令

和
三
年
産
小
麦
の
集
荷
調
製
状
況
・
令

和
四
年
播
種
用
水
稲
種
子
の
取
り
ま
と

め
・
農
作
業
事
故
防
止
等
に
つ
い
て
説

明
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

九
月
六
日
か
ら
八
日
に
か
け
各
地
区

に
て
第
四
回
現
地
研
修
会　

水
稲
適
期

刈
取
判
定
会
及
び
刈
取
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
各
生
産
者
よ
り
サ
ン
プ
ル

稲
を
持
参
頂
き
、
Ｊ
Ａ
に
て
脱
穀
・
籾

摺
り
・
選
別
・
水
分
測
定
、
品
質
判
定

機
並
び
に
目
視
に
よ
る
判
定
を
行
い
、

適
切
な
刈
取
日
を
算
出
致
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
普
及
セ
ン
タ
ー
よ
り

異
種
穀
粒
・
異
品
種
混
入
の
防
止
、
収

穫
後
の
適
正
な
乾
燥
・
調
製
、
来
年
度

の
乾
田
化
へ
向
け
た
圃
場
管
理
に
つ
い

て
解
説
が
あ
り
、
Ｊ
Ａ
か
ら
は
、
米
穀

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
出
荷
要
領
を
中
心

に
異
物
混
入
ゼ
ロ
対
策
、
安
心
・
安
全
・

信
頼
確
保
対
策
や
乾
・
籾
保
管
上
の
注

意
な
ど
案
内
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

サンプルの脱穀を行うJA職員（秩父別）

第
三
回  

農
事
組
合
長
会
議

第
四
回
現
地
研
修
会  

適
期
刈
取
判
定
・
講
習
会

担当職員総出で適期判定を行いました（沼田）

挨拶をする篠田組合長

サンプルの稲を持参し受付を行う生産者の皆さん（妹背牛）
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八
月
三
十
日
よ

り
、
沼
田
農
産
物

集
荷
調
製
施
設
に

て
令
和
三
年
産
そ

ば
の
集
荷
を
開
始

し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
そ
ば

の
生
育
が
遅
れ
、

水
稲
の
生
育
が
早

か
っ
た
為
、
収
穫

時
期
が
重
な
り
、

九
月
八
日
を
目
処

に
そ
ば
の
受
入
を

一
度
中
断
。
水
稲

の
収
穫
が
落
ち
着

い
た
十
月
十
一
日

よ
り
受
入
を
再
開

し
ま
し
た
。

　

十
一
月
一
日
よ
り
、
沼
田
農
産
物
集

荷
調
製
施
設
に
て
令
和
三
年
産
大
豆
の

集
荷
を
開
始
し
ま
し
た
。
Ｊ
Ａ
北
い
ぶ

き
管
内
で
は
、
十
月
中
旬
よ
り
大
豆
の

刈
取
り
が
始
ま
り
、
同
施
設
で
の
そ
ば

集
荷
終
了
後
の
受
入
と
な
り
ま
し
た
。

令
和
三
年
産  

そ
ば
の
集
荷

令
和
三
年
産  

大
豆
の
集
荷

サンプル採取を行うJA職員

水分計を使い乾燥具合を確認
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令
和
三
年
産
米
集
荷
に
係
る
各
地
区

で
の
Ｃ
Ｅ
施
設
操
業
に
向
け
て
、
九
月

九
日
に
農
産
物
集
荷
作
業
安
全
大
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　

篠
田
組
合
長
か
ら
の
訓
示
後
、
管
理

部
長
よ
り
安
全
業
務
に
向
け
て
、
近
郊

で
の
労
働
災
害
に
つ
い
て
発
生
状
況
等

を
説
明
。
職
員
一
同
で
遵
守
事
項
の
確

認
、
安
全
管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
確
認
を

行
い
、
職
員
代
表
よ
り
無
事
故
に
向
け

た
安
全
宣
言
を
行
い
ま
し
た
。

第
七
回
理
事
会
〈
九
月
三
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
余
裕
金
の
運
用
計
画
額
に
つ
い
て

○
疑
わ
し
い
取
引
の
届
出
状
況
に
つ
い　

　

て
○
妹
背
牛
支
所
土
地
賃
借
物
件
買
収
に

係
る
合
意
書
の
締
結
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
に
係
る
組
織
討
議

の
結
果
報
告
に
つ
い
て

○
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

○
職
員
の
採
用
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
う
る
ち
米
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

○
令
和
二
年
産
う
る
ち
米
追
加
精
算
に

つ
い
て

○
令
和
三
年
産
小
麦
の
集
荷
状
況
に
つ

い
て

○
令
和
三
年
産
そ
ば
生
育
遅
れ
に
伴
う

施
設
受
入
対
応
に
つ
い
て

○
花
卉
・
蔬
菜
の
取
扱
実
績
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
七
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

随
時
監
査
に
係
る
監
査
結
果
の
承
認

に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
四
年
役
員
改
選
に
伴
う
理
事
会

推
薦
会
議
の
「
代
表
者
」
に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　

令
和
三
年
度
上
半
期
決
算
の
承
認
に

つ
い
て

議
案
第
四
号

　

令
和
三
年
度
下
期
修
正
計
画
の
設
定

に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

職
員
就
業
規
則
・
準
職
員
就
業
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
六
号

　

固
定
資
産
の
取
得
に
つ
い
て

議
案
第
七
号

　

令
和
三
年
産
米
の
出
荷
概
算
金
の
支

払
い
に
つ
い
て

議
案
第
八
号

　

固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
九
号

　

固
定
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

令
和
三
年
度  

農
産
物
集
荷
作
業
安
全
大
会

理
事
会
報
告

職員代表による安全宣言
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議
案
第
十
号

　

指
定
管
理
資
産
の
修
繕
に
つ
い
て

議
案
第
十
一
号

　

固
定
資
産
の
取
得
、
並
び
に
処
分
に

つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
令
和
四
年
産
水
稲
品
種
別
作
付
指
標

に
つ
い
て

○
北
海
道
米
共
同
販
売
基
金
に
お
け
る

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

第
八
回
理
事
会
〈
九
月
三
十
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

○
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

○
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

○
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

○
経
営
定
期
点
検
の
実
施
結
果
に
つ
い

て
○
不
祥
事
ゼ
ロ
運
動
に
お
け
る
現
金
・

棚
卸
資
産
管
理
の
自
主
点
検
結
果
報

告
に
つ
い
て

○
Ｊ
Ａ
内
部
統
制
確
立
強
化
に
向
け

た
Ｊ
Ａ
全
中
会
長
か
ら
の
緊
急
メ
ッ

セ
ー
ジ
に
つ
い
て

○
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

○
職
員
採
用
に
つ
い
て

○
農
協
内
部
監
査
士
合
格
に
係
る
「
表

彰
金
」
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

○
長
期
資
金
の
貸
し
出
し
状
況
に
つ
い

て
○
秩
父
別
町
指
定
金
融
機
関
出
納
事
務

取
扱
要
領
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

○
令
和
三
年
産
ゆ
め
ぴ
り
か
コ
ン
テ
ス

ト
に
つ
い
て

○
令
和
三
年
産
米
施
設
別
入
庫
状
況
に

つ
い
て

○
令
和
三
年
産
花
卉
・
蔬
菜
の
取
組
及

び
販
売
状
況
に
つ
い
て

○
北
海
道
米
共
同
販
売
基
金
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

○
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
八
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

令
和
三
年
度
上
半
期
決
算
に
係
る
監

事
監
査
報
告
書
に
つ
い
て

議
案
第
二
号

　

令
和
三
年
度
上
半
期
決
算
に
係
る
監

事
監
査
改
善
事
項
に
係
る
回
答
に
つ

い
て

議
案
第
三
号

　

職
員
就
業
規
則
・
準
職
員
就
業
規
則

の
一
部
改
正
に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

令
和
三
年
度
寒
冷
地
手
当
・
燃
料
手

当
の
支
給
に
つ
い
て

議
案
第
五
号

　

特
定
組
合
員
に
対
す
る
貸
付
け
の
承

認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

○
役
員
研
修
の
実
施
に
つ
い
て

第
九
回
理
事
会
〈
十
月
二
十
八
日
付
〉

【
報
告
事
項
】

管
理
本
部

〇
当
面
に
お
け
る
農
協
行
事
予
定
に
つ

い
て

〇
組
合
員
の
加
入
・
脱
退
等
の
申
し
出

に
つ
い
て

〇
固
定
資
産
の
取
得
・
処
分
・
主
要
修

繕
費
の
支
出
に
つ
い
て

〇
農
協
職
員
に
係
る
出
資
増
口
に
つ
い　
　

　

て
〇
準
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

〇
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

今
後
の
対
応
に
つ
い
て

〇
訪
問
販
売
に
関
す
る
留
意
事
項
に
つ

い
て

〇
空
知
管
内
「
モ
～
っ
と
牛
乳
を
飲
も

う
！！
」
運
動
へ
の
対
応
に
つ
い
て

〇
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
月
次
報
告
に
つ

い
て

〇
組
合
員
の
火
災
お
見
舞
い
に
つ
い
て

〇
大
西
絹
枝
氏
か
ら
の
ご
寄
贈
に
係
る

対
応
に
つ
い
て

〇
職
員
の
動
向
に
つ
い
て

金
融
共
済
事
業
本
部

〇
長
期
資
金
の
貸
出
し
状
況
に
つ
い
て

〇
令
和
三
年
度
Ｊ
Ａ
共
済
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
点
検
結
果
お
よ
び
改
善
方
針

の
概
要
に
つ
い
て

〇
「
営
農
貯
金
」
並
び
に
、「
災
害
貯
金
」

の
推
進
日
程
に
つ
い
て

〇
沼
田
町
畜
産
・
蔬
菜
振
興
資
金
廃
止

に
伴
う
預
託
金
の
返
戻
に
つ
い
て

〇
ク
ミ
カ
ン
精
算
に
か
か
る
資
金
対
応

に
つ
い
て

営
農
販
売
事
業
本
部

〇
う
る
ち
米
を
め
ぐ
る
情
勢
に
つ
い
て

〇
令
和
三
年
産
米　

施
設
別
入
庫
状
況

に
つ
い
て

〇
令
和
三
年
産
花
卉
・
蔬
菜
の
取
り
組

み
状
況
に
つ
い
て

購
買
施
設
事
業
本
部

〇
購
買
施
設
事
業
実
績
検
討
表
（
九
月

末
）
に
つ
い
て

【
決
議
事
項
】

議
案
第
一
号

　

役
員
報
酬
審
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ

い
て
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□
採
用
〈
十
月
一
日
付
〉

　

三
浦　
　

陸

施
設
事
業
部
農
機
車
輌
課
農
機
車

輛
係

□
採
用
　
準
職
員
〈
十
月
一
日
付
〉

　

鈴
木　

康
彦

秩
父
別
支
所
農
機
車
輌
課
農
機
車

輛
係

□
退
職
　
準
職
員〈
十
月
二
十
九
日
付
〉

　

成
田　

麻
衣　

　
　
（
沼
田
支
所
燃
料
課
燃
料
係
）

□
退
職
　
準
職
員
〈
十
月
三
十
日
付
〉

遠
藤　
　

優

（
秩
父
別
支
所
花
卉
蔬
菜
課
花
卉

蔬
菜
係
）

□
採
用
〈
十
一
月
一
日
付
〉

　

南　
　

周
作

　
　

共
済
事
業
部
共
済
課
共
済
係

　

沼
田
小
学
校
五
年
生
は
九
月
十
五
日

に
稲
刈
り
体
験
、
十
月
五
日
に
脱
穀
・

籾
摺
り
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

慣
れ
な
い
刈
取
り
作
業
に
苦
戦
し
、

児
童
か
ら
は
「
大
変
！
」「
む
ず
か
し

い
！
」
と
い
っ
た
声
が
上
が
り
な
が
ら

も
、
こ
つ
こ
つ
作
業
を
進
め
、
無
事
に

全
て
刈
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
小
学
校
の
一
角
で
稲
穂
の

は
さ
が
け
作
業
を
行
い
、
稲
刈
り
体
験

学
習
を
終
了
。

　

脱
穀
・
籾
摺
り
体
験
学
習
で
は
、
は

さ
が
け
作
業
で
乾
燥
さ
せ
た
稲
を
児
童

た
ち
は
一
人
ず
つ
持
ち
、
脱
穀
作
業
と

籾
摺
り
機
で
玄
米
に
す
る
二
つ
の
工
程

を
繰
り
返
し
行
い
ま
し
た
。

　

体
験
後
児
童
た
ち
か
ら
は
「
稲
は
自

分
た
ち
が
い
つ
も
食
べ
て
い
る
お
米
に

な
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
工
程
を
経
て

い
る
の
か
学
べ
て
よ
か
っ
た
」な
ど
と
、

感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
脱
穀
・
籾
摺
り
を
行
っ
た
お
米

は
、
精
米
し
、
十
月
二
十
日
に
児
童
た

ち
に
配
布
し
ま
し
た
。

議
案
第
二
号

　
「
固
定
資
産
現
物
確
認
実
施
要
領
」

の
制
定
、
並
び
に
「
固
定
資
産
管
理

規
程
」、「
経
理
規
程
」
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
三
号

　
「
規
程
類
管
理
規
程
」
の
一
部
改
正

に
つ
い
て

議
案
第
四
号

　

信
用
限
度
超
過
者
に
対
す
る
貸
付
け

の
承
認
に
つ
い
て

【
協
議
事
項
】

〇
農
事
組
合
別
組
合
員
・
女
性
部
と
の

懇
談
会
開
催
日
程
（
案
）
に
つ
い
て

沼
田
小
学
校

稲
刈
り
・
籾
摺
り
体
験
学
習
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沼
田
町
の
農
天
気
の
会
（
藤
村
富
士

子
代
表
）
主
催
の
「
メ
ロ
ン
体
験
学
習
」

は
、
九
月
十
四
日
に
沼
田
小
学
校
四
年

生
児
童
十
三
名
が
参
加
し
、
辻
則
行
さ

ん
（
沼
田
東
部
西
）
の
圃
場
を
訪
れ
、

メ
ロ
ン
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

児
童
た
ち
が
六
月
に
定
植
、
八
月
に

皿
敷
き
を
行
い
、
大
き
く
実
っ
た
メ
ロ

ン
を
一
人
一
玉
ず
つ
収
穫
。
茎
を
は
さ

み
で
慎
重
に
切
り
、
秤
で
計
量
し
ま
し

た
。
一
番
大
き
な
も
の
で
三
．
八
㎏
に

も
な
る
大
玉
を
収
穫
し
た
児
童
も
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
は
学
校
で
、
糖
度
計
を
使
っ

て
収
穫
し
た
ば
か
り
の
メ
ロ
ン
と
追
熟

さ
せ
食
べ
頃
を
迎
え
た
も
の
を
比
較
し

た
後
、
実
際
に
食
べ
比
べ
て
追
熟
後
に

甘
さ
、
香
り
、
柔
ら
か
さ
が
増
し
た
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　

八
月
三
十
一
日
、
青
年
部
秩
父
別
支

部
（
石
井
裕
士
支
部
長
）
は
、
令
和
三

年
度
の
食
育
事
業
と
し
て
、
土
井
陽
平

さ
ん
（
日
の
出
）
の
圃
場
に
て
秩
父
別

小
学
校
一
年
生
を
対
象
と
し
て
観
賞
用

か
ぼ
ち
ゃ
の
収
穫
体
験
を
実
施
し
、
児

童
二
〇
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

観
賞
用
か
ぼ
ち
ゃ
は
土
井
さ
ん
が
今

回
の
収
穫
体
験
用
に
、「
ミ
ニ
パ
ン
プ

キ
ン
」
や
白
い
「
ス
ノ
ー
ボ
ー
ル
」、

ボ
ウ
リ
ン
グ
玉
大
の
「
レ
イ
サ
ー
」
な

ど
五
品
種
二
〇
〇
株
を
栽
培
。
児
童
た

ち
は
、
手
で
簡
単
に
も
ぎ
取
れ
る
小
ぶ

り
な
か
ぼ
ち
ゃ
を
中
心
に
五
〇
〇
個
以

上
を
収
穫
し
ま
し
た
。

　

収
穫
し
た
一
部
の
か
ぼ
ち
ゃ
を
使
っ

て
、
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
で
顔
や
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
な
ど
思
い
思
い
の
絵
を
描
き
楽
し

み
ま
し
た
。
そ
の
後
、
青
年
部
考
案
の

か
ぼ
ち
ゃ
ク
イ
ズ
を
行
い
収
穫
体
験
は

終
了
。
今
回
収
穫
し
た
か
ぼ
ち
ゃ
は
、

観
賞
用
の
処
理
を
さ
れ
た
後
、
秩
父
別

小
学
校
全
児
童
へ
届
け
ら
れ
ま
し
た
。

糖度計での計測。すべてのメロンが14度以上でした

沼
田
小
学
校 

メ
ロ
ン
体
験
学
習

収
穫
体
験
を
行
い
ま
し
た

きれいにネットが張られたメロンを収穫

かぼちゃの色や形に合わせ、自由に顔を描きました

青
年
部
秩
父
別
支
部

  

秩
父
別
小
学
校
一
年
生
と
食
育
交
流

か
ぼ
ち
ゃ
収
穫
体
験

品種ごとに特徴や採り方を指導する土井さん
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女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

か
ら
だ
バ
ー
講
習
会

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

認
定
こ
ど
も
園
く
る
み
へ
寄
贈

　

八
月
二
十
七
日
、
女
性
部
秩
父
別
支

部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
（
西
谷
あ
ゆ
美
会

長
）
は
秩
父
別
町
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

に
て
、
か
ら
だ
バ
ー
講
習
会
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

一
昨
年
開
催
し
た
同
講
習
会
で
、
講

師
を
務
め
て
頂
い
た
千
石
な
つ
み
氏
を

お
招
き
し
、「
か
ら
だ
バ
ー
」
と
呼
ば

れ
る
関
節
の
つ
い
た
木
製
の
器
具
を

使
っ
た
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
し

た
。

　

千
石
講
師
も
農
家
と
い
う
こ
と
で
、

農
作
業
で
疲
れ
た
筋
肉
を
効
果
的
に
ほ

ぐ
す
ス
ト
レ
ッ
チ
を
首
か
ら
ふ
く
ら
は

ぎ
ま
で
全
身
へ
行
い
ま
し
た
。「
か
ら

だ
バ
ー
」
を
足
つ
ぼ
の
よ
う
に
踏
み
こ

む
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
で
は
、
あ
ま
り
の
痛

み
に
苦
痛
の
表
情
を
浮
か
べ
る
部
員
も

い
ま
し
た
。

　

野
菜
や
農
作
業
の
大
変
さ
な
ど
の
お

話
で
も
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
、
大
変

楽
し
い
講
習
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

九
月
十
三
日
、
女
性

部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
（
西
谷
あ
ゆ

美
会
長
）
は
、
こ
ど
も

園
く
る
み
へ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
と
ト
イ
レ
ッ
ト

ペ
ー
パ
ー
を
寄
贈
し
ま

し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
影
響
で
園
児
た
ち

に
直
接
手
渡
す
こ
と
が

で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

の
部
員
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ

と
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー

パ
ー
の
寄
付
を
募
り
、

集
ま
っ
た
も
の
を
園
長

先
生
へ
役
員
三
名
よ
り

お
渡
し
し
ま
し
た
。

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

か
ら
だ
バ
ー
講
習
会

女
性
部
秩
父
別
支
部
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ

認
定
こ
ど
も
園
く
る
み
へ
寄
贈

肩甲骨・体幹の安定性を高めます 「からだバー」の木圧で血流を良くします

手渡しで寄贈させていただきました
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十
月
九
日
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
さ
っ
ぽ
ろ

自
由
学
校
「
遊
」
主
催
の
「
ア
ニ
マ
ル

ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
（
動
物
福
祉
）
見
学
会
」

が
妹
背
牛
町
四
区
の
（
有
）
妹
背
牛
牧

場
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
学
会
に
は
「
酪
農
家
」
と
「
一
般

消
費
者
」
四
十
四
名
の
親
子
連
れ
か
ら

高
齢
者
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
方
々
が

道
内
外
か
ら
参
加
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
二
班
に
分
か
れ
、
同
牧
場

代
表
取
締
役
の
佐
々
木
亮
太
さ
ん
（
妹

背
牛
地
区
・
妹
背
牛
南
）
と
奥
様
の
牧

子
さ
ん
の
説
明
を
受
け
、
牛
と
戯
れ
な

が
ら
自
動
搾
乳
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
牧
場
施

設
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
い
つ
も
牧
場
の
Ｓ

Ｎ
Ｓ
を
見
て
い
ま
す
」
と
い
っ
た
声
や

「
牛
も
人
も
健
康
で
元
気
な
の
が
一
目

瞭
然
」、「
牛
か
ら
人
に
寄
っ
て
来
て
く

れ
る
」
と
驚
き
の
声
が
上
が
っ
て
い
ま

し
た
。

　

佐
々
木
亮
太
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た

と
こ
ろ
、「
酪
農
は
牛
が
主
役
で
す
。

主
役
に
た
く
さ
ん
輝
い
て
も
ら
え
る

よ
う
に
私
た
ち
は
サ
ポ
ー
ト
し
、
彼
女

（
牛
）
達
が
健
康
で
、
幸
せ
で
い
て
く

れ
る
事
で
、
私
た
ち
は
た
く
さ
ん
の
牛

乳
を
搾
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
る
」
そ
し

て
、力
強
く
『
牛
と
共
に
歩
む
』
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。

※
「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
」
と
は

感
受
性
を
持
つ
生
き
物
と
し
て
の
家

畜
に
心
を
寄
り
添
わ
せ
、
誕
生
か
ら

死
を
迎
え
る
ま
で
の
間
、
ス
ト
レ
ス

を
出
来
る
限
り
少
な
く
、
行
動
要
求

が
満
た
さ
れ
た
、
健
康
的
な
生
活
が

出
来
る
飼
育
方
法
を
目
指
す
畜
産
の

あ
り
方
で
す
。

　
　

欧
州
発
の
考
え
方
で
、
日
本
で
は

「
動
物
福
祉
」
や
「
家
畜
福
祉
」
と

訳
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
一
言
で
い
う

と
『
動
物
も
人
も
満
た
さ
れ
て
生
き

る
こ
と
』
の
考
え
方
で
す
。（
一
般

社
会
法
人
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア

畜
産
協
会
Ｈ
Ｐ
よ
り
引
用
）

本牛舎の子牛たちを前に説明

妹
背
牛
牧
場
に
て「
ア
ニ
マ
ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
見
学
会
」を
開
催

代表の佐々木　亮太さん

参加者は牛たちと間近に触れ合うことができました
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区　　　分 曜　　日 営業時間 摘　　　　　　要

事 務 所
秩父別営農販売事務所
（融資経済課窓口含む）

平日 8：45〜17：00 土曜・日曜・祝日は休業致します。

生 産 資 材 店 舗
農 機 車 輌 店 舗

平日 9：00〜16：30 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 共 済 窓 口 平日 9：00〜16：00 土曜・日曜・祝日は休業致します。

貯 金 A T M

平日 9：00〜18：00

土曜 9：00〜17：00

日曜 9：00〜17：00 本所（秩父別）のみの営業となります。

祝日 休　　業 土曜・日曜と重複する場合も全店舗休業致します。

ス
タ
ン
ド

妹　背　牛
沼　　　田

平日・土曜 8：00〜18：00

祝日 8：30〜17：00 ※祝日と日曜が重複した場合は休業致します。

日曜 休　　業

秩　父　別 平日・土日・祝日 7：30〜19：00

㈱まちづくりぬまた
物産サービスセンター

平日 8：30〜17：30

土日・祝日 8：30〜17：00

ダ・マルシェ　沼田店 平日・土日・祝日 9：00〜19：00

㈱ ホ ク レ ン 商 事
エーコープ秩父別店

平日・土日・祝日 10：00〜19：00 ※毎月1日・15日は9：00〜19：00営業です。

～～営業時間の変更のお知らせ～～
令和3年11月1日からの営業時間について、下記の通りお知らせ致します。

新採用職員紹介

南　　周作
（共済事業部共済課共済係）

学生時代は、陸上競技の短距離走をやって
おりました。組合員の方々に信頼して頂け
るよう、精一杯努めさせて頂きます。よろ
しくお願い致します。

三浦　　陸
（施設事業部農機車輌課農機車輛係）

一日でも早く業務内容を覚え、職場の方や
地域の皆様に貢献できるように努力します
ので、どうぞよろしくお願い致します。
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知って得する！農業者年金
農業者の方は、国民年金の上乗せの公的な年金「農業者年金」に加入して安心で豊かな老後を！

農業者なら誰でも入れる「終身年金」です！ 
●農業者年金の加入には、

「国民年金第1号被保険者であること」、「年間60日以上農業に従事していること」
「20歳以上60歳未満であること」
の３つの要件を満たしている必要があります。
※配偶者や後継者などの家族農業従事者の方も加入できます。

●─自ら積み立てた保険料が年金として給付される、積み立て方式・確定拠出型です。

保険料は自分で選べて、いつでも見直しできます 
●保険料を自由に決められ（月額２万〜６万７千円の間で千円単位）、経営状況や老後設
計に応じていつでも見直せます。

加入で大きな節税効果！ 
●─支払った保険料は、全額が社会保険料控除の対象となり、所得税・住民税・復興特別
所得税が節税になります。（支払い保険料の15％〜30％程度が節税）

●農業者年金基金が保険料を運用して得られる運用益は非課税です。
●将来受け取る農業者年金には、公的年金等控除が適用されます。

一定の要件を満たす方には、保険料の国庫補助があります 

●─認定農業者で青色申告している方やその方と家族経営協定を結んだ配偶者・後継者の
方など一定の要件を満たす方には保険料の国庫補助（月額最高１万円、通算すると最
大で216万円）があります。

　　この国庫補助金は、農地等の経営継承をすれば特例付加年金として受給できます。─
農地等の経営継承時期についての年齢制限はありません。─

詳しくは… 農業者年金基金 検索 https://www.nounen.go.jp 

またはお近くのJA窓口までお問合せ下さい─

JA北いぶき
融資経済課

本 　 　 所
TEL.0164-33-2013

 妹背牛支所 
TEL.0164-32-2185

沼 田 支 所
TEL.0164-35-2223 
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22

令
和
3年
11
月
19
日

発
行
日

発
行
元

北
い
ぶ
き
農
業
協
同
組
合

北
海
道
雨
竜
郡
秩
父
別
町
1298番

地
の
8
編

集
管
理
本
部
TEL 0164－33－2011　

FAX 0164－33－3311
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
アド
レ
ス
http://w

w
w
.ja-kitaibuki.or.jp/

９月10日、秩父別本所にて
職員による発電機の
使用訓練を行いました

11月２日、
秩父別支所農機車輌課にて

「農機車輌３支所合同展示会」を
開催しました

10月28日、
JA役員コンプライアンス
研修を行いました

10月22日、JA女性部
北ブロック支部長交流会を行い、

深川市にて生米パン・アップルパイ作り、
りんご収穫体験を行いました
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